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昨年秋の日本国際政治学会理事会において身に余るご

決定にあずかり,細谷千博理事長のあとをうけることに
なりました。その責任の重大きを痛感しており,微力な
がら全力を尽す覚悟であります。会員の皆さんにはこれ

まで以上のご指導・支援を下さるよう,この場を借りて

改めてお願い申し上げます。

きて,わが学会も創立以来今年で25周年を迎えるが,
その問,歴代理JI長を:ま じめ会員各位の努力によって,
大きな成長を遂げてきたことは周知の11実である。こと

にI・n谷前理TI長時代の4年間に,学会組織の整備や財政
基盤の拡充が鋭臆進められ,大きな成果を挙げた.
学会の会員数は現在11003を越え,年間予算は1000万

円余に達している。毎年春・秋の研究大会のJII催はもち
ろん,会員の専門に従った研究分科会は19にのぼる。機
関誌は創刊以来66号に達し,最近では年間3冊の発行を
みるに至った。会員多数の力を結集した学会創立20周年

記念特集号 《戦後日本の国際政治学》は,わが国内外の
反響を呼び,その英認板が米国ヨロンピア大学から出版
されることになっている。また,会員相互間のコミュニ
ケーションの緊密化を図って197744月 に創 Tl」 された

《ニューズレター》も,現在では14号を数え,そこでlt
多彩な編集上の工夫も凝らされ,その目的を果たしてい
るように思う。さらにはゎが学会は,ア メリカ国際政治
学会 (ISA)及びイギリス国際政治学会 (BISA)
と密接な交流関係をもち,優秀論文を交換し,各機関誌
への掲載を行っている。

このようにわが学会社着実な発展を遂げてきたが,ょ
り良き学会をめざして,さ らなる努力が必要である。ひ
たむきな拡大の後に,しばし組織の内部点検と内実化ヘ
注意を傾けることもまた大切であろう。この意味での重

要課題の一つは,組織の膨脹に併って陥りがちなその動
脈硬化や,ヽ 運営のマンネリ化を防ぐことである。それに
はまず,会員の種々な批判や要求を積極的に扱みあげ,

よ り良 き学会 をめ ざ して

理事長 谷 り|1栄 彦
生かしていくことが大切である。ニューズンターの会員

投稿欄や会員へのアンケート調査の充実も,その方法で
あろう。 1月にはアンケート調査を実施する■方, 2月

には運営委員と東京の若干の会員で,研究大会や機関誌
等に関する反省座談会を開くこ‐とをi■i・画している。ま

た,理事会と運営委員会の密接な協力のもとに,理事会
の一層活発なイニシアティプを期待したい。それには,

理事会での討議時間が従来かならずしも十分でなかった

ように考えられるので,春の理事会からは研究大会の前
日に開催し,十分な時間を割いて万般の審議を尽すこと
を考慮中である。

研究大会については,激動する世界情勢や日本外交の

重要課題を反映した共通論題が提起されてきたことは周

知の事実であるが,一方でその報告に散浸化の傾向があ
るとの批判も耳にする。肝に銘し,その是正を図 りた
い。研究分科会については,それぞれの活動に殺極性の

差がみられる反面,新規分科会の開設要求もあるので,

分科会の全体的再編成を考えなければならないであろ

う。他方,機関誌をとおしての書評活動も,昨年来,機
関議編農委員会の附置機関として書評小委員会が設けら

れて,鋭意進められようとしている。しかしながら,財
政上の理由もあって,その成果を機関誌上で存分に問ぶ

得ない状況にある。

最後に,学会の組織の拡大と活動の多様化に併って,

事務局体制の整備・充実が必要なことは言を待たない

が,一つの大学で業務全般を担当してゆくことは困難で
あり,その有機的分散化が避けられない状況にある。こ

のような事態に対処するため,事務局を従来どおリー橋
大学に存置しながらも,業務の内容に応した分室体制を

採り,分室相互間の緊密な連携のもとに事務局の運営に

当っている。

より良き学会への飛躍のために,会員各位のこれまで
以上のご鞭撻。協力を切にお願い致したい。
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全国的な会員間研究組織の統橋・推
進 。国際会議の企画
〔細谷千博(主 )〕

機関詢 企画・編集および発行
〔平井友義(主 )。 石川一雄(副),福慢
貞 '自井久和 ,西原 正。初瀬竜平・
吉村道男・渡辺昭夫〕

日本外交史 〔大畑篤四郎〕,東アジア国際政治
史 〔宇野重昭〕,コ ーロッパ国際政治史 〔平井
友義・百瀬 宏〕,東アジア〔中嶋嶺詢 ,ソ連・
東欧 〔木戸 翡・西村文夫〕,東南アジア 〔長
井信一〕,ア フリカ。中近東 〔浦野起央〕,ア メ
リカ政治・外交 〔有賀 貞〕, 国際統合 〔中原
喜一郎〕, トランス・ナショナル 〔馬場伸也〕,

1磯 坤 磁疵 鶴 i曙 ●
研究 〔高柳先男],ラ テン・アメリカ 〔G.アン
ドラーデ〕:他に研究分科会に準ずる研究会

営委員会
学会運営の全般に関する審議

馴野蓋馴%卿凛剛炒誦j雅塊蹴陽之助・
企画・研究委員会       研究分科会

副
理
事
長
　
川
　
田

員会一書評ガ矮員会

ニューズ 。レター委員会
ニューズ。ンターの企画・編集および発行
馳 井 肛 主)・ 小此木政夫・波多野勝〕

交換論文審査委員会
ISA・ BISAとの交換論文の選考

計 部
予算の作成等会計業務全般に対する統括
〔宇野重昭CD・ 滝浦幸子〕

,務 局
研究大会開催に関する業務
機関誌ちニューズ・レター,アンケート等の発送業務
各委員会との連絡,その設営等の調整 補助業務
ISA・ BISAその他との対外交流関係業務
会費関係業務
各種問い合せの処理その他
〔大畠英樹(主)・ 志鳥学修(Ell)・ 野林 健(Ell)・ 生島佳代子・山田裕子〕

新名誉会員 c1980T10月 1日説D
名誉理事  板 垣 与 一

新理事・監事 (198041明 1日～1982f_9月 30日 )
理  事 有 賀  貞,

内 山 正 熊,

緒 方 貞 子,
小 林 幸 男,
永 井 陽2JJ,
藤 井 昇 三,
百 瀬  宏,

監  事 坂 本 是 ふ 高 橋 通 敏, 吉 村 健 蔵
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宇 野 重 昭,

大 畑 篤四郎,

川 田  侃,
関  寛 れ
平 井 友 義,

宮 塁 政 玄,

蟻 山 道 嬢

(全 3名)

自 井 勝 美
大 畠 英 樹
木 戸  蒼
谷 川 栄 彦
福 田 茂 夫
武者小路公秀
渡 辺 昭 夫
G当5名 )
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。 差単軍
「

本年十月r｀ ら来年度
二月までの活動報告及び予

1980年 10月 4口 (土)

大畠英樹氏 (早稲田大学)

「国家中心的モデル」批判をめぐって

11月 2日 (日 )国際政治学会秋季大会分科会
佐波友哲氏 (日本大学)

「インドシナ難民受け入れに対するNGOの活動」
石川孝樹氏 (横浜市国際交流課)

「自治体の国際交流一横浜市の場合」

12月 6日 (■)

志鳥学修氏 (武蔵工業大)

「軍事技術の国際移転」

1981年 2月

佐藤幸男氏 (中央大学)

「国際組織とリージョナリズム」

:  研究分科会の近況

国際社会学研究会

馬 場 伸 也 (津田塾大学)

非国家的行為体の国際的な活動に興味を持つ研究者が

集まり発足した,本研究会も,今年で四年を経過しまし
た。

研究会は,津日塾大学国際関係研究所において,ほぼ
ニケ月にす度の割合で開催しております。奮って御参加

下さい。また,御報告等の御希望がありましたら,下記
の事務局宛御連絡下さい。

民国史研究会

山 田 辰 雄 O雖義塾大学)

民国史研究会は発足以来研究会を重ねてきている。
1980T3月 22日 山口辰雄 (慶應義塾大学)i「国民党
史研究の意義について」

一-5月 25日 横山宏章 (明治学院大学),「民国史
と政治力学」

一-7月 7日 姫田光義 (中央大学),F民国史の時
期区分」

一-9月 8日 入保享 (―橋大学),「南京政府の関
税政策とその歴史的意義」

嵯l10隆 (慶應義塾大学),書評.―
本研究会の当面の課題は以下の通りである。
1■中国国民党歴次全国代表大会の検討.

穆}民国史関係文献の収集と紹介,日 録の作成。
いl会員の個別研究の発表.

東京地区院生研究会

東京地区院生研究会幹事 (1981年 )が,下記のごとく
決定しました。

稲田真乗 (報日),地 域 (雌),蜘 努 (橘
倉沢富平 (明治),波多野勝 (慶應),平野優 (日大),官
前志保 (津田),なお連絡は波多野

C●  学会活動報告 (1980年 7月 ″1明 )

7月 5日 198囃 第2回運営委員会の開催  ・
3月 10日 新評議員候補者全314名の選出 (評議員候補 i

書 )

8月 12日  同候補者への就任要講状の発送
9月 4日 新評議員全3o8名確定 (9月 1日就任)
9月 10日  新評議員による新理事 。監事二選の開始
9月 27日 同開票 (選挙管理委)
9月 29日  新理事当選者全35名・監事全3名への就任要

請状の発送
10月 5日 同確定 (10月 1日就躙り
10月 31日 1980年度第3回運営委員会の開催
11月 1日 ～2日  19804度秋季研究大会の開催 (於 中

央大学).大会出席者約300名,懇親会出席者
約110名       ・

11月 1日  19807度第2回理事会の開催。新理事長に答
川栄彦,副理装 〕ヽヽ日侃の両会員を選出 (11
月1日就任),新入会員全34名を承認

11月 1日 同第 2回総会の開催
11月 1日 lul脚誌「国際政治J第65号 (1“咋 度第2号)

「社会主義とナショナリズム」, 第66号 (同

第3号)「変動期における東アジァと日本」
の発行,配布

11月 2日 同第2回編集委員会の開催
11月 2日  同第1回書評小委員会の開催
11月 28日 維持会員を対象とする19m年度第2回懇談会

の開催 (於 竹橋会的 。講師 :岡部達味(束

京都立大勤 ,テーマ「中国の近代化をめぐ
って」

12月 22日 同第4回運営委員会の開It‐
12月 27日 第3回海外交換論文選挙の第1段審査開始

(～ 81年 1月 31日 )

(大畠英樹)
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海外留学記

N.カ ロライナ大学再訪

今 村 文 治 (中東大学獨動
ノース・カロライナ大学 (Tlle 01dest State Univer‐
sity,chartered h 1789)の ViSiing Sぬ olarと して,
今年の7月から約70日間,非常に短期間ではあるが,チ
ャベル・ヒルに滞在した。チャペル・ヒルは1973年同大
学大学院のサマー・セッションに出席して以来,2度目
の訪間であった。

自然の環境を完全といっていいほど残こす広大なキャ
ンパス,ダゥンタン,そしてアメリカの友人たちの親愛
は7年前と何も変つていなかった。変っていたのは,大
学全体の活気が欠けていたことである。1973年の夏とい

え嵐 ベトナムからの帰還学生たちのためにも数多くの

講座が開かれ,ノアージエア大学,デューク大学からの
学生を含めて,約 8千人収容できるドーミトリーは満員
であった。しかし,活気がうすれている理由は,それだ
けではなさそうである。

チャペル・ヒルヘ訪れた目的は, 同大学の A.M.ス
コット教授から

熙アメリカ外交政策の決定過程"につい
て指導を受け研究することである。同教授は,“The
Anatolty oF Comm亜 sm," 195L “Congress ald
Lobbies:Image and reali"ず 196Q“Rttsinthe
making of Ameican Foreign policy,"1965,な ど数
多くの業績がある。また, ``The Functioning Of the
lntemati●nal Poli`cal System,'1967は ,『国際政治の

機能と分析』1973,と題して原彬久教授が翻訳されてい
る。同教授から指導していただいたテーマは,アメリカ
における議会と大統領の政策作成関係についてでぁり,
具体的には

C戦
争権限法"1973,の成立過程の研究であ

った。

その他 新進学者の E.E.ア ザル教授から,“The
Codebook of the(■ 圧FLct and Peace Data』 ]菫よ"と
いうユニークな研究を教授されたし, 7年来の友人であ
るJ.W.ホ フイト教授から, 日米両国の政治制度につい
ていろいるな意見を聞くことができた。同教授は日本語
が非常にうまく,日本語の講座を担当されると同時に毎
週金曜日夕方, 日本人学生を含めたNHK(日本語を話
す会)が開かれている.同教授lt,日本語にも翻訳され
てレ`る ``SOlcagakktt and Mass Society"と レヽう大書力S

あり,このオリジナルは教授の学位論文でもある。

◇機関誌70号『冷戦期アメリカ外交の再
検討』(仮題)原稿募集について

第二次大戦後の外交関係資料の公開はアメリカでは最
も進んでおり,m年代の資料も多く利用できるようにな
りました。本号では利用できるようになった資料を活用
し,冷戦期のアメリカの対外政策の特定の側面について

新たな光をあて,新たな解釈を提示するような譜論文を
もって特集を組みたいと思います。

すでに何人かの会員に依頼しておりますが,一般の会
員の方々からも応募論文を頂戴したいと存じます。論文
は400宇 X50枚以内 (注を含む)。 論文の締切りは1981年
10月末日です。応募原稿は下記にお送り下さい。またお

問合わせも下記にお願いします。

◇書評の募集について

書評小委員会では,会員からの書評希望や書評すべき
本の推薦あるいは直接投稿を常時受付けています。ス,著
作を出版された場合には,是非本委員会宛お送り下さい。
とりわけ若呼の会員諸氏には,書評欄を筆ならしの場と
考えて紹介と批判を競って下さるよう期待しています。
ただし,スペースの制約,企画の都合,質への配慮な
どにより,ご希望に添えない場合や注文がつく場合があ
りますが,その点あらかじめご承知おき下さい。
原稿枚数は,叫 で7枚～螂枚です。書評論文は30
枚です。

連絡先 :

着手研究者にとって,大会での研究発表の場が与え
られることは,大きなはげみになる。はげみがあれば
それだけ意欲もわき,発表内容も意欲的なものにな
る。決して成熟した内容ではないとしても,荒けずり
な中にも,注目すべき将来性をくみとることができ
る。であるから,発表を聞いただけでは物足らず,ぜ
ひ活字にして,識んでみたいという発表も少なくない。
では,そうした意欲的な研究発表が,学会機関誌に
掲載されているであろうか。どうも,そうとはいえな
い。大会発表とIft関誌発表はどうも連動しているよう

一Ｔ

“鷺

●

●

には思えない。現

在の機関誌は企画

が先行し,大会は

それとは別のもの

となっている。

企画が先行する
のは,販売政策上やむおえないであろう。また1編は,
統一テーマとかかわりなく,自 由論文が掲載されるこ
とになった。そうしたことを承知のうえで,ひとっ検
討していただきたい。すぐれた大会発表を機関誌に掲
載するシステムを確立できないものだろうかというこ
とを。また,大会そのものが統■テーマで行なわれる場
合は,それを機関誌に連動させることは容易であろう。
そうなれ,ユ 着手にとってよりはげみとなり,研究
水準は高まるであろう。また,統一テーマのもとでお
こなわれる「顔見世興業」的シソポジウムで,応々に
して見られる無責任な発言も少なくなるのではなかろ
うか。

-4-



F'・ /1で ¨

・ AI翼1道碕めてほい…難がある。早くから決定しておけば積極的な内容となるだ

ろう。

B 従来,春季大会のテーマは■2月の会合で,承季大会
のテーマは7月 の会合で決っている。確かにもう少し

早くてもよい。但し,ア ップ・ツー・デイトな題材を

選定するには困難な面がある。

C 分科会と有機的に結びつけることも大切である。ま
たパネル数を増すのもよいのではないか。

B 米国の研究者はオーガナイザーとしても熟きだが,
日本の研究者は消極的だ。前回の大会 (中央大)は成

功だった。若手研究者に口頭発表の機会が少ないの

で,研究大会でその場を与えるように努力してきた。
しかし前々回 (九州大)の大会では多すぎたので,前
回 (中央大)では是正した。こうした試行錯誤を繰り
返している。

運営委員と一般会員の参加による。

機関誌 の編集

A 現在は 〈特集〉形式をとっているが, 自由投稿をと

り入れていくべきではないか。

B 応募があれば編集委員会で審査するが,最近はあま

り例がない。現在は機関議が年3回発行態勢にあるの

で,自 由応募論文用のフクとして3本分用意しており

ますが……・
c く特集〉のテーマをもう少し長期的に検討し早日に

提示してはどうか。そうすれば研究プランの参考にな

るのでは……●

D 従来の編集には地域的偏差があつたのではないか。
C テーマを決めてから編集担当者を決めるという従来
の方式を逆にしてみるのもいいのでは…….

ニ ューズ レター

A 年四回発行の嗅行体制は好評である。理事長・編集
主任も交替したことだから,巻頭言をトップにもって

くる形式にとらわれずに新しい工夫をしてはどうか。

B 院生研究会の紹介,外国人研究者シリーズなどはど
うだろうか。

C 外国人研究者の提言,学会メンパー間の情報交換
悧 学科`講座の教員募集など), その他b 人脈

・

地脈を乗り越えた学会活動に貢献してほしい。

D 学会費についてはどうか。
A 幅広く見返りがあるのだから,値上げもやむをえな
いという意見もある。

E 大会の開催日の設定について,他の学会との接続の
都合上,土 。日曜日に開催するという慣行に不満をも

っている人もいるようであるが,土・日曜日以外の開

催も可能なのだろうか。

B いつも理事会で問題になるが,現実には困難な面が
多い。

C 理事会で何が話されているのか。そのような点につ
いて風通しをよくしてほしい。

研究分科会

A 研究分科会をどのように発展させていくべきだろう
か。会員の把握,学会との関係などに困難さが伴 う

が … … 。

B 私の参伽している分科会なども,パラエティーに富
んだ人が多数参加しており,地方参加者が多いため,

対策に苦慮している。

A 地方の会員については,たとえば大会を利用すると
か,あるいは分科会を時には地方で行なうなどするベ

きだろう。

C 積極的に活動している分科会とそうでない分科会が
あるようだが・…・・.

D なにか共同プロジェタトを組むようなことをしてみ
てはどうか。ただ,それに関係する人たちばかりが中

心を占めてしまうのでは問題である。

学 会 名 簿

A もっと詳細な内容の学会名簿を作成する必要がある
のではないか。

B 研究分科会の名簿もないところがある。
C 取り組んでいる研究テーマが何であるのかを含めた
詳細な名簿を一度作成してみる必要があるだろう。

A 事務局でも検討してみたい。

戦後のわが国における外交史 ,国際政治史。研究地

域・研究国際政治理論研究の発達を回顧し,特徴と

問題点を指摘し好評を得た『戦後日本の国際政治

学』を会員に限り特価a400円でお分けします。ゼ

ミなどでご利用下さい。

申し込みは学会本部まで.

|
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会員に よる新著 (昭和昨 3月 まで,未完)

斎藤朗  『国際連合の新しい潮流』新有堂,79年 5月

川田 侃『国際関係の政治経済学』日本放送出版協会,
80年 4月

川田 侃。三輪公忠編『現代国際関係論』東大出版会,
30午 4月

星野昭吉『国際政治一紛争と平和のダイナミズム』新評

論,30年 4月

日中直吉・元川房三編著『現代国際関係論』東海大学出

版会,30年 4月

K・ E・ ボールディング (武者公路公秀訳)『紛争と平

和の諸段階』ダイヤモンド社,80年 4月

今川茨一編『70年代アジアの国際関係』アジア経済研究

所,80年 2月

官内邦子『 クレムリン悪魔の賭け』ごま書房,8045月
武者小路公秀『地球時代の国際感覚』TBSプ リタニ
カ,80年 6月

V・ フェレーロ (伊平健一訳)『権力論』小峰書店, 80

年6月

江口朴郎『世界史における現在』大月書店,80年 6月

中西 治『中国とソ連』日本工業新聞社,79年 11月
フランソフ・ミッセン (塚本一也訳)l艤 からの証言―
ソ連のアフガン支配の内幕』サンケイ出牌 80年 7月

FoW・ デイーキン,G・ R・ストーリイ (河合秀和訳)

『ブルグ追脚 筑摩書尻 80年 6月

山田辰雄『中国国民党左派の研究』慶應通信,80年 6月

伊藤昭一郎『 イタリア共産党史』新評論,8005月
岸田純之助編『 日本の将来を読む』学陽書房,"年 7月
r・ R・ タウソゼソド CPlヽ島朋之詢  『現代中国=政治
体系の比較分析』慶悪通信,80T‐ 6月

M・ ドルーロヴイッチ (高屋定国, 山崎洋訳)『試練に

立つ自主管理―ユーゴステヴィアの経験』岩波簗 、

80年 5月

官脇琴生『アメリカ合衆国大統領の戦争権限』教育社,

80年 5月

市川正明編『 日韓外交史畔事八巻 保護及OF・合』原書

房,80年 7月

野田宣雄編『二〇世紀のヨーロッパ』有斐閣,80年 7月

S,ゴリャコフ,V・ パニソツスキー (寺谷弘壬監訳)
『ゾルゲー世界を変えた男』バシフイカ,8Cl年 8月

衛藤勝吉ほか編著『 日本の安全・世界の平和―猪木正道

先生退官記念勒 原書房,80年 8月

百瀬 宏『北欧現代史』山川出版社,80年 8月

事務局ニューズ

編 集 後 記

松本三郎前編集主任の海外留学に伴い,主任の大役を
お引受けすることになりました。会員数1000名を越え,

機関誌『国際政治』の発行,年 2回の大会の開催:海外
との交流など日本国際政治学会の地歩が完全にElま った

現在ち本ニューズ・レターの果す役割も少なからぬもの

となって参りました。

編諜主任の交代を機に紙面構成を一新してはとのアイ

デイアも出たのですが,今回は理事長以下の交代もあり
オーンドックスなところに落着きました。InL様のご協力

を改めてお願いいたします。 (池 井  優)

ニューズ ,レター委員会では,会長の皆様からの
ご投稿をお待ち申し上げております。

輸 原稿用紙で,「巻頭言J(3枚),「海外ニ
ューズ」(6枚 ),「海外留学記」(4枚 ),「資料セン

ターめぐりJ(4枚),「新著余滴」(4枚),「会員の

声」(2枚)で,横書でお願いいたします。

―
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